
開業を目指す長崎市内初のチャレンジショップ「ドリーム・ラボ」

長　崎　市　Ｔ　Ｍ　Ｏ

【事業名と実施年度】

平成14年度 空き店舗対策事業 チャレンジショップ事業

・出店・創業の希望者等を対象に、経営ノウハウ

の習得と出店開業への支援

総事業費 10,000千円

【事 業 実 施 内 容】

１．背景

長崎商工会議所は、中心市街地活性化法

に基づき平成13年３月に長崎市TMOとし

て長崎市の認可を受け、TMO活動をスタ

ートした。本事業は平成14年度TMO事業

の一環として市内中心商店街の「空き店舗

対策」と「創業者支援」を目的に実施した

もので、チャレンジショップ事業は長崎市

内では初めての試みであった。

不況とはいえ、市内中心商店街はまだ地

価が高く開業のリスクが大きいのが現状で

あり、起業家にとっては、独立開業に向け

た大きなチャンスであった。また、商店街

側にとっても商業意欲のある起業家を迎え

ることにより刺激を受け、地域商業の活性化に結びつくことが期待された事業である。

２．事業内容

市内築町にある「メルカつきまち」１階の空き店舗部分約35坪を８つの区画に分けて家賃・敷

金無料で創業志望者に貸し出した。店舗の名称は、創業に向けた夢の実現の意味から「ドリー
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機関名

所在地

電話番号

地域概要

事業の対象となる
商店街の概要

商店街の類型

長崎市ＴＭＯ（長崎商工会議所）

長崎県長崎市桜町４番１号　長崎商工会議所・地域振興課内

０９５－８２２－０１１１

（1）管内人口 41万９千人

（1）商店街数 １商店街

（3）空店舗率 －　％

（2）管内商店街数 44商店街

（2）会員数 70商店

（4）大型店空き店舗数 ０店

1．超広域型商店街　2．広域型商店街　3．地域型商店街　4．近隣型商店街

長崎市内商店街エリア（長崎市TMOのHPより）



ム・ラボ」と名づけられた。

（１）チャレンジショップ実行委員会

事業の円滑な推進を図るためチャレンジショップ実行委員会を設置し、合計５回の委員会

を開催した。事業スケジュール、募集・選考、店舗、研修等の内容を協議し作業を進めた。

（２）チャレンジショップの募集・選考

チャレンジショップの募集にあたっては、平成14年７月１日から22日の約３週間を募集期

間として７月２日の長崎市内全紙面朝刊に募集チラシ10万枚を配付した。この他商工会議所

ホームページやパブリシティでの広報などにより周知PRを図った。約40件を超える問合せ

があり28名の応募があった。選考では、応募者の創業意欲と将来性を重視して選考を行い、

書類による一時審査ではフリーマーケット的なものや既存の事業者でアンテナショップ的な

内容など本事業の趣旨にそぐわない事業を除き、二次審査では実行委員による面接調査を実

施した。一次審査は14名が通過、二次審査の結果８名の出店者を決定した。決定した出店者

に対しては、オープン前に事前説明会と研修会を実施した。（８月４日、８月23日）

①選考審査選考基準

・公序良俗に反する業種は対象としない。

・商店街の賑わい、集客のために役立つ業種を優先し、「同じ業種・商品内容」の採用

は極力さける。

・意欲があり計画性のある出店希望者を優先する。

・新規開業者を優先する。

・代理店経営については基本的に認めない。

・メルカつきまちにない業種を優先する。

・趣味の延長やフリーマーケット的なものは避ける。

②面接審査内容

創業意欲と店舗の魅力度の２点について各10点満点としてその合計点で判断する。
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チャレンジショップ「メルカつきまち」と位置
（平成14年度商店街等活性化事業「チャレンジショップ事業報告書」より）

創業意欲 店舗の魅力度 合　　計

点 点 点



③出店希望者の説明に次の事項が含まれているかを確認・審査する。

・応募動機　　　　　　　　　　　　・取扱商品

・主な商品の価格帯　　　　　　　　・仕入れルートと代金決済

・商品管理（高価商品） ・事業経験

・帳簿や決算の基礎知識　　　　　　・将来構想（開業の意思・資金）

④出展店舗およびドリーム・ラボ内店舗配置図

⑤オープニングセレモニー

９月６日のオープニングセレモニーには、長崎県・長崎市の来賓をはじめ関係者約30

名が出席した。特にオープニングの３日間は、イベントして抽選会を行う一方、ラジオ

スポットやちんどん屋によるチラシ配布を行い告知に努めた。また、オープニングに併

せ次の調査を実施した。

169

長崎市TMO
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・消費者アンケート調査

日　時　９月６日～８日（３日間）

10：00～19：00

調査数　150サンプル

・ドリームラボ来店数調査

日　時　９月６日～８日（３日間）

10：00～19：00

・築町商店街（メルカつきまち前）歩

行者通行量調査

日　時　９月１日（オープン前）

日　時　９月８日（オープン後）

開業前後には多くの報道機関からの取材等があり、チャレンジショップの周知や集客の

追い風になった。また、ドリームラボとしても次のイベントを行い集客に努めた。

①メルカつきまち４周年記念協賛イベント（日時　平成15年10月19日～20日）

②クリスマスイベント（日時　平成15年12月11日～20日）

③ランタンまつり協賛イベント（日時　平成15年２月９日～15日）

なお、期間中は、店舗ディスプレイの指導や、出店に向けての個別指導も実施しており、

出店者間でも連絡会議を開き研鑽に励んだ。研修期間終了後の３月６日には、出店者に対

し修了証書を授与した。また、引き続き本事業の反省会を実施し、実行委員と出店者の意

見交換を行った。

【効 果】

チャレンジショップ事業は中心市街地の賑わい創出、新規創業者への支援を目標としている。

従って、事業効果については中心市街地への集客効果（にぎわい創出）及びチャレンジショップ

での研修を終了したチャレンジャーの開業率により判断できると考えられる。

（１）集客効果

来店客アンケートでは来店者の評価も高く「大

変良かった」「また来店したい・ついでがあれば

来店したい」という意見が95％を占めるなど、チ

ャレンジショップの出店が中心市街地の魅力を増

したと捉えることができる。

（２）開業率

事業終了時の2004年１月現在で自己都合で退店

者を除く７名の内、４名が新規開業し、チャレン

ジショップ出店応募者の半分が開業の夢を達成す

ることとなった。なお、今回、開業を見送った３

名の中には、ウェブを立ち上げて当面状況を見た

上で開業するとしている。

以上のとおり、本事業の実施は中心市街地活性化に十分寄与するものであり、新規創業者
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の支援という意味からも効果的であったと考える。

【課 題 ・ 反 省 点】

チャレンジショップの運営は、実行委員会での決議事項に基づき、出店者の自主性を促しつつ、

事務局が管理サポートする体制で進めた。

結果的には、互いに研鑽しあい高い開業率となったがチャレンジショップ自体の運営において

は出店者の商売に対する意識や顧客ターゲットがマチマチなため、共同通販を行う場合でもその

手法等について意見が纏まらない場合があった。また、売上げ・買い物客数の月別平均について

は上表のとおりで、出店者によっては厳しい経営となった。

これはメルカつきまち自体が中心地区にありながら、商店街の構成などから買い物客は高齢者

に偏りがあることなどの外的要因と、出店者の店舗の魅力不足や集客への努力不足などの内的要

因が考えられ、いかにしてドリームラボに集客するかが常に運営上の大きな課題となっていた。

【教 訓】

（１）客層の絞込み・ターゲットの明確化

チャレンジショップは、店舗が狭く多くの商品を陳列できないことから、資金負担が軽減

される一方で、絞り込んだ品揃えが重要となってくる。従って、ドリーム・ラボ全体として

も対象とする客層のターゲットをある程度絞らないと、いろいろな顧客を対象としたチグハ

グで魅力のない店舗の集合体になってしまう恐れがでてくる。従って、出店者の選考の際は、

その基準を「意欲」と「店舗の魅力」だけでなく、チャレンジショップ全体としてのコンセ

プトを明確にした上で店舗構成を行う必要があると考えられる。

（２）研修内容の充実

出店者は、商売に対しては素人であり、また、チャレンジショップに出店する動機や意識

も同一ではない。商売人としての意識を醸成させるためにも研修などにおいて技術面のみな

らず、地域の商業者から商売人としての気構えなどを聞くなど、精神面や取組み姿勢の内容

にも重きを置くべきであると考える。

（３）集客活動の強化

今回の事業については、長崎市内で初の事業ということで、各メディアも大きく取り上げ

ドリーム・ラボの周知と集客について大きな追い風となった。しかし、これに対する甘えか

ら、出店者自らが街に出てチラシを配るなどの活動が不十分な結果となった。自らがお客様

171

長崎市TMO

月別一店舗当たり売上げ平均実績 ［単位：円］

９月 10月 11月 12月 １月 ２月

176,000 206,094 174,755 243,294 129,573 192,038

月別買上客数実績 ［単位：人］

９月 10月 11月 12月 １月 ２月

000,782 000,793 000,725 000,872 000,530 000,654



をどのように引き込むかもひとつの研修であり、集客活動の強化が重要な課題になると考え

られる。

（４）自主性の尊重と事務局体制

出店者の自主性を促し、事務局が管理・サポートを行ってきたが、販促イベントの計画・

実施など事務局任せの傾向もあり、出店者の積極的な取組みを促す働きかけを行う必要があ

る。

【関 連 Ｕ Ｒ Ｌ】

長崎市TMO http://www.tmo-nagasaki.com/

長崎商工会議所　　http://www/nagasaki-cci-or.jp/nagasaki/
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出店者プロフィール（長崎プレス）


